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D 147　　　　　　シルエッター資料からみた高齢者婦人の形状分析

　　　　　　　　京都文教短大　　○銭谷八栄子

　　　　　　　　京都女大家政　　　岡部和代　　山名信子

　　　目的　身体形状の年代による相異をとらえる事はからだの大きさをとらえるのと同様、

　　衣服設計上重要な事項と考えられる。本研究では、高齢者婦人の体型把握を行うと共に、ダ

　　ーツ量やダーツ線の引き方に関係をもつ体表角度に注目し、成人女子との比較を行って年

　　代別の特徴をとらえることを目的とした。

　　　方法　高齢者の体型を年代別に比較検討するため、19歳～79歳にわたる成人女子672名

　　のシルエッター写真を資料として高さ11項目、厚さ17項目、体表角度8項目を測定した。測

　　定にあたり足長の1/2の点を基点として床面に垂直な線を引いて体軸線とした。体軸線か

　　ら腹側と背側に水平距離を測定して算出角度7項目を求め、写真撮影時に計測した体重を

　　加えて項目総数44項目で分析した。なお、年代区分を20代～70代としi9歳の資料は20代に

　　含めて解析した。

　　　結果　年代が高くなるにしたがって角度の大きくなる項目は、腹部上部角、腹部下部角で

　　あり、角度の小さぐなる項目は腰部後部角である。胸部上部角はあまり変わらない。背部上

　　部角、背部下部角は20代が最も小さい。高齢者の体表角度のばらっきは大きい。体表角度

　　と算出角度との差が顕著なのは背部上部で、ダーツ設計において曲線を必要とする部位で

　　ある。形状の把握のために高さと厚みの項目を身長比に換算して44項目で主成分分析を行

　　うと、FAClに幅と高さの割合の因子､FAC2に前後の方向性の因子､FAC3に上半身と下半身の

　　バランスの因子、FAC4に高さの大きさの因子、FAC5に腹部上部角と背部下部角の因子が抽出

　　された。

D 148 衣服のゆとり量と造形効果
椙山女学園大家政　　○冨田明美 中保淑子

　目的　衣服に加えるゆとりについては，運動・衛生機能面から研究され，必要量がほぽ結論
づけられた。しかし，近年，極大衣服が流行し，新たに，極大衣服におけるゆとりの在り方が
問題となってきた。そこで，服飾雑誌における極大衣服のゆとり量を調査し，出現の高いゆと
り量を体表から導き出した基本パターンに付加した場合の造形効果について検討した。そして，

極大衣服におけるパターン操作の根拠を見出だすことを目的とした。

　方法　実験基体：成人女子体幹部から得た左右対象上腕付トルソー。実験衣：ゆとり設定箇

所を前ヽ後籤線と肩幅1/2 it下線の２段階にし，それぞれ4 , 8 , 1 2 cmのゆとり量を加えた

６種のパターンを用い，厚さ0.41CII1,綿100%シーチングで作製した。実験機器：モアレカメラ

FH－ 80．解析：空隙量は，得られた基体と衣服着用時モアレ縞写真を重合し，縞数差を読んで

等変形線図を描いて求めた。造形性については, canon ex－1 図形解析装置により衣服横断面

形状を描出して横矢示数を算出すると共に布表面に出現するノート形状を解析した。

　結果　1)ゆとりを籤線上に加えた場合は，ゆとり量の違いによる差異が空隙に認められない
が，肩幅1/2線上には，量増加に伴なった空隙が形成されることがわかった。　2)横矢示数は。
4, 8, 1 2 cmいずれのゆとりも肩幅1/2直下線上のほうが大きく，立体性が高いことが明ら
かになった。　3〉ゆとり量が1 2 cmになると，ノート数が多くなり，表面美的効果が低下す
ることわかった。　4)肩幅の1/2 直下線上にゆとりを付加したパターンは，服飾雑誌における
極大衣服のゆとりの加えかたに対応していることがわかった。


